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報告にあたって  

 

 平成22年より第１期、第２期と会長を務めさせて頂きましたが、また第５期の会長とな

り活動いたしました。第１期は、「新・相模原市総合計画」のもとに区ビジョンの策定と

いうことで、前例の無い中、地域の課題や委員の皆様の思いの中、喧々諤々の議論になる

こともしばしばでしたが、素晴らしい地域資源に触れ、地域への愛着の生まれるものでも

ありました。 

 第５期は、令和２年度より始まる相模原市総合計画へつながる、中央区基本計画の策定

ということで、ワークショップを通じて、委員の皆様から色々なアイデアを頂きながら、

策定していきました。区民会議のメンバーは、若者から、子育て世代、中堅どころ、高齢

者まで様々な方がおられ、女性委員も多く、多方面から様々な有益な意見が出されまし

た。また、住んでいるところは相模原市ですが、生活圏は相模原市ではなく、東京や横浜

に仕事場があったり、買い物や遊びに行くのも市外が多かったりするというのも、相模原

市中央区民の特徴です。さらに、近年、様々な国の料理が市内で楽しめるようになりまし

たが、背景に多国籍の住人が数多くいらっしゃることがあります。障害を持っていても、

活躍している皆様も多数いらっしゃいます。つまり、年齢、国籍、性別、障害に関わら

ず、全ての人が活躍できる地域であることの必要性を実感した区民会議でもありました。 

 高校生による意見交換会を行いました。日頃、見ている大学生はあまり地域に関心を持

っていないように感じていましたが、地域のことをしっかりと考えている高校生が多いこ

とにビックリしました。彼らの柔軟な発想の中に、この基本計画のコンセプトになる「多

様性」は生まれました。子育て世代や地域活動団体との意見交換では、メンバーが変わっ

ていくこと、変化の重要性に気づかされました。中央区役所区民課ロビーで行った、パネ

ル展示と意見聴取も、短期間でしたが、基本計画を多くの人に知って頂き、関心を持って

頂き、多くの意見を頂戴しました。 

 区政策課の皆様には、時間のない中、このような様々な活動の対応に、取りまとめに、

尽力頂きました。大変だったことと拝察いたします。 

 この報告書を執筆している時期には、新型コロナが流行し、緊急事態宣言が発令された

り、様々なイベントが中止されたり、移動の自粛、経済活動の一時中止がなされ、大変な

事態となっています。しかし、これを機に、テレワークなどの新しい時代の働き方が進む

とともに、新しいビジネス、新しい教育、新しい暮らし方が生まれてきています。「多様

性を大切に」して、ピンチをチャンスにする、相模原市中央区でありたいと思います。 

 最後に、委員はじめ、御協力頂いた皆様に、感謝して御礼申し上げます。 

 

相模原市中央区区民会議 会長 飯島泰裕 

（青山学院大学教授） 
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１.区民会議 

 区民会議は、区の課題やまちづくりの方向性について協議を行う場として設置する、市

の執行機関の附属機関（※１）です。人数は２５人以内とし、区内のまちづくり会議から

推薦された方、区内の公益的活動を行う団体から推薦された方、区内の住民（公募により

選任）、学識経験のある方から構成しています。 

 

※１ 附属機関 

 附属機関は法律や条例に基づき設置されるもので、市民や専門家の意見を反映させるた

め、審査や調査を行う機関のこと。 

 

 

２.これまでの取組 

第１期（平成２２年７月３０日から平成２４年７月２９日） 

区の将来像や協働によるまちづくりの指針となる「区ビジョン」（※２）の策定につい

て市長から諮問を受け、中央区の特色や現況、課題を踏まえ、区民と行政が共に目指す将

来像やまちづくりの目標を審議し答申を行いました。 

 

※２ 区ビジョン 

区民と協働でまちづくりを進めるための指針として、「新・相模原市総合計画」を地域

の視点で捉え直し、区の目指す将来像を明らかにしたうえで、その実現に向けて区民と行

政がともに進めるまちづくりの基本的な方向性を示したもの。 

 

第２期（平成２４年７月３０日から平成２６年７月２９日） 

第２期では、区ビジョンに定めた「地域資源を生かし、魅力ある中央区を創出する」と

いう基本方針に焦点を当て、中央区らしい魅力として、区内の地域資源を再発見するとと

もに、それらを「つなぐ」取組について議論し、中央区らしい魅力を創造する提案をとり

まとめました。 

 

第３期（平成２６年７月３０日から平成２８年７月２９日） 

第３期では、より幅広く区民と意見交換を行う「中央区拡大区民会議」を開催し、「区

民や地域の連携・協力による魅力あるまちづくりに向けて」、「若い世代の地域活動、ま

ちづくりへの参加について」をテーマに、区内の高校生・大学生・子育て世代の区民が参

加し、区民が主体となり地域資源を「つなぐ」ために必要な方策や若い世代の地域参加に

ついて議論し報告書としてまとめました。 
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第４期（平成２８年７月３０日から平成３０年７月２９日） 

第４期では、令和２年度から計画期間が始まる中央区基本計画の策定に向け、区ビジョ

ンに掲げた行政の取組の実施状況の確認と区民の取組について検証し、報告書としてまと

めました。 

 

 

３.第５期の取組 

（１）中央区基本計画の策定 

 第５期区民会議では、令和２年度から始まる中央区基本計画についての諮問を受け、

広く区民の意見を聴取する取組も行いながら９回の会議を開催し、計画案としてとりま

とめ市長へ答申しました。 

 具体的な検討が始まった第２回会議においては、計画の骨子となる区の目指す姿につ

いてのキーワードをグループワークにより出し合いました。検討にあたっては、推計人

口や財政状況の見込みを参考資料としながら、少子高齢化の進行や人口減少社会の到来

など、今後はこれまで誰も経験したことのない時代となること、市の財政は義務的経費

や施設の老朽化による維持管理費の増加により、厳しい財政状況になることを踏まえる

こととしました。また、そのような状況でも、相模総合補給廠の返還やリニア中央新幹

線の開通などを見据えた相模原駅周辺の賑わいの拠点づくりなど、これからのまちづく

りに向けたポテンシャルがあることを共通認識としました。 

 第３回から第６回までは、中央区基本計画の骨組みとなる骨子の検討を行いました。

グループワークで出た意見を分野ごとに整理し、８年後の中央区がどのようなまちであ

って欲しいかという状態をイメージした上で議論を重ね、計画の骨子として区の目指す

姿を６つの項目にまとめました。この間に行った高校生との意見交換会において、多様

性のあるまちというキーワードをいただき、この発想を生かすこととしました。計画の

全体を通して「多様性」をキーワードとし、様々な魅力や個性を持った人々、活力ある

産業や文化、身近な自然など、多様な地域資源とその多様な価値を大切にすることを柱

として議論を進めました。 

 第７回から第９回では、中央区の目指す姿を骨子から計画とするための肉付けを行い

ました。中央区の目指す姿を実現するための取組について、網羅的に記載するのではな

く、取捨選択をして重点的な取組とするものについて議論を重ね、最終的に計画の答申

としてとりまとめました。 
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（２）中央区基本計画の概要 
 

中央区の目指す姿 

 

 

目指す姿・取組目標Ⅰ 健やかに育ち､共に学び､共に高め合っている 

■取組の方向Ⅰ－１ 子どもが伸び伸びと成長できるよう取り組みます【子育て・教育】 

（重点的な取組） 

◆子育て支援 ◆子どもの健全な育成環境の充実 ◆教育環境の充実 

■取組の方向Ⅰ－２ 誰もが学びを楽しめるよう取り組みます【生涯学習・社会教育】 

（重点的な取組） 

◆生涯学習、社会教育の支援 

 

目指す姿・取組目標Ⅱ 自分らしく､いきいきと暮らしている 

■取組の方向Ⅱ－１ 全ての人がいきいきと暮らせるよう取り組みます 

【福祉、高齢者、貧困】 

（重点的な取組） 

◆地域ネットワークの充実 ◆高齢者の社会参加支援 

■取組の方向Ⅱ－２ 多様な人々が自分らしく活躍できるよう取り組みます 

【人権・男女、障害者、国際化】 

（重点的な取組） 

◆人権の尊重と男女共同参画社会の実現 ◆バリアフリー環境の充実 

◆多文化共生の推進（※取組の方向Ⅳ-３再掲） 

■取組の方向Ⅱ－３ 健康長寿に取り組みます【健康、医療】 

  （重点的な取組） 

◆健康増進活動の推進 ◆安心できる医療体制の充実 

 

目指す姿・取組目標Ⅲ 安全･安心をみんなで創っている 

■取組の方向Ⅲ－１ 一人ひとりが災害に備えるよう取り組みます【防災】 

  （重点的な取組） 

◆地域防災力の向上 

■取組の方向Ⅲ－２ 事故や犯罪ゼロを目標に取り組みます【交通安全、防犯、空き家】 

  （重点的な取組） 

◆交通事故防止対策の推進 ◆犯罪の未然防止 ◆空き家の適正な対策 
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目指す姿・取組目標Ⅳ  魅力と活力にあふれ､にぎわっている 

■取組の方向Ⅳ－１ 人が集い､にぎわいがあふれるよう取り組みます【商業、観光、農業】 

（重点的な取組） 

◆商業振興によるにぎわいづくり ◆観光資源などを活用した魅力の発信 

  ◆農業を身近に感じられるまちづくり 

■取組の方向Ⅳ－２ 暮らしやすさが未来へつながるよう取り組みます 

【基地返還、拠点形成、道路、交通】 

  （重点的な取組） 

◆相模総合補給廠の早期返還 ◆相模原駅周辺地区におけるにぎわいの拠点づくり 

  ◆道路環境の向上 ◆地域公共交通網の構築 

■取組の方向Ⅳ－３ 誰もが桜やJAXA､大学など地域の魅力を語れるよう取り組みます

【文化、スポーツ、国際化】 

  （重点的な取組） 

◆文化が薫り､誇りを持てるまちづくり ◆スポーツを楽しめる環境づくり 

  ◆多文化共生の推進（※取組の方向Ⅱ-２再掲） 

 

目指す姿・取組目標Ⅴ 豊かな環境をつくり､次世代へつないでいる 

■取組の方向Ⅴ－１ 生物多様性を保全し､都市の自然がつながるよう取り組みます

【環境保全、都市緑化、生物多様性】 

（重点的な取組） 

◆都市の自然を次世代につなげるまちづくり ◆生物多様性に配慮したまちづくり 

■取組の方向Ⅴ－２ 環境に配慮したライフスタイルへの転換に取り組みます 

【地球温暖化・廃棄物】 

（重点的な取組） 

◆環境に対する意識の向上 ◆資源循環型の社会の推進 

 

目指す姿・取組目標Ⅵ わたしも､あなたも､誰もが輝いている 

■取組の方向Ⅵ－１ 全ての区民が連携･協働できるよう取り組みます 

【参加・協働、区政】（分権）】 

（重点的な取組） 

◆多様な人々によるまちづくり ◆区役所の果たすべき役割の強化 

■取組の方向Ⅵ－２ 新しい発想を活かし､持続可能なまちづくりに取り組みます 

【行政サービス、広聴広報、公共施設マネジメント】 

（重点的な取組） 

◆住民サービスの向上 ◆区民意見の聴取と情報発信 

  ◆公共施設を最適な状態で維持管理していくための検討 
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（３）中央区基本計画を進めるための区民の取組 

 この計画を進めるためには、行政の取組だけではなく、我々区民の主体的な取組や区

民と行政との協働による取組が必要と考えます。 

そこで、「中央区基本計画を進めるための区民の取組」について、これまで取り組ん

できたことやこれからやってみたいことについてグループワークにより意見を出し合い

ました。 

具体的な議論は第６期の区民会議へ引き継ぎますが、これからの区民の取組を検討す

るうえで参考となるよう、グループワークで出た意見を掲載します。（Ｐ８～参照） 

 

 

４.審議経過等（概要） 

開催日・回次等 主な内容 

平成３０年８月１０日 

第１回（通算４３回） 

・会長、副会長の選出 

・諮問（「区別基本計画」について） 

平成３０年１０月１８日 

第２回（通算４４回） 

・中央区基本計画策定の流れ、スケジュールについて 

・計画の骨子となる「中央区の目指す姿」のイメージを共有す

るため意見交換をグループワークにより実施 

 

平成３０年１１月１５日 

第３回（通算４５回） 

・「中央区の目指す姿」に関する意見交換のまとめについて 

・計画策定までの市民意見を聴取する取組について 

・「中央区の目指す姿」の骨子案について 

平成３０年１２月２０日 

第４回（通算４６回） 

・「中央区の目指す姿」の骨子案について 

 

平成３１年１月２９日 

第５回（通算４７回） 

・中央区基本計画の骨子案について 

 

（参考） 

平成３１年２月１６日 

区民意見を取り入れるための 

取組① 

「高校生による意見交換会」 

中央区基本計画骨子案の検討にあたり、若い世代の柔軟な発

想を参考にするために、区内高校生による意見交換会を行いま

した。後に計画素案のコンセプトとなる「多様性」はこの意見

交換会での意見を取り入れたものです。 

参加者：区内高校生１６人、区民会議委員２人 

テーマ：理想のまちの姿 

 Ａ班 『各種施設の充実、利便性・安全性の高い交通網』 

 Ｂ班 『住み続けたいと思えるまち』 

 Ｃ班 『多様性のある町』 
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開催日・回次等 主な内容 

平成３１年２月２２日 

第６回（通算４８回） 

・中央区基本計画の骨子案について 

 

令和元年５月３０日 

第７回（通算４９回） 

・中央区基本計画素案について 

  

（参考） 

令和元年８月９日、２１日 

区民意見を取り入れるための 

取組② 

「子育て世代や地域活動団体と

の意見交換」 

 

「子育てサロン＆交流広場 かみみぞ ひだまり」に参加し

ている子育て世代の皆さんや、商店街の方々が中心となって地

域イベントへの参画や活動支援を実施している「ふちのべ星援

隊」の皆さんと意見交換を行いました。 

子育てをしていて困ったことなど、子育て中の区民の声を聞

いたり、活発に地域活動をしている団体の皆さんと意見交換を

行うことで、計画素案の検討材料とすることができました。 

令和元年８月２８日 

第８回（通算５０回） 

・中央区基本計画素案について 

 

（参考） 

令和元年９月５日～１７日まで 

区民意見を取り入れるための 

取組③ 

「パネル展示による意見聴取」 

 

市民が多く訪れる区役所区民課ロビーにおいて、中央区基本

計画素案のパネル展示を行うことで計画の検討状況について周

知するとともに、付箋に自由にコメントを書いて貼っていただ

き意見をいただきました。 

１０日間ほどの展示期間でしたが、パネルがいっぱいになる

ほどのコメントをいただき、不特定多数の方から様々な意見を

いただくことができました。 

 

・いただいた意見の総数 ５０件 

 

令和元年９月１９日 

第９回（通算５１回） 

・区民参加の取組（パネル展示）における意見聴取の概要 

・中央区基本計画答申案について 

・今後の区民会議について 

令和２年１月２８日 

第１０回（通算５２回） 

・中央区基本計画を進めるための取組について、すでに取り組

んでいることやこれからやってみたいことのアイデア出しをグ

ループワークにより実施 

令和２年７月１５日 

 第１１回（通算５３回） 

・第５期相模原市中央区区民会議 活動報告書（案）について 
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５.第５期区民会議委員名簿 

分 野 選出母体等 氏 名 備 考 

まちづくり会議 

小山地区まちづくり会議 
石 井 今朝太 第１回～第６回 

安 藤 孝 洋 第７回～ 

清新地区まちづくり会議 田 代 明 寬  

横山地区まちづくり会議 末 永 暁 子  

中央地区まちづくり会議 牛 尾 良 一  

星が丘地区まちづくり会議 竹 田 幹 夫 副会長 

光が丘地区まちづくり会議 割 柏 秀 規  

大野北地区まちづくり会議 
河 本   博 第１回～第６回 

山 口 信 郎 第７回～ 

田名地区まちづくり会議 志 村 勝 美  

上溝地区まちづくり会議 小 林 充 明  

公益的活動団体 

相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会 川 道 英 弘  

相模原市私立保育園・認定こども園園長会 清 水 洋 子  

相模原市公民館連絡協議会 
大 谷 政 道 第１回～第７回 

永 冨 多美子 第８回～ 

相模原市地区社会福祉協議会中央区連絡会 坂 本 洋 三  

相模原市民生委員児童委員協議会 
永 野 堅 次 第１回～第９回 

飯 塚 芳 雄 第１０回～ 

特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら 石 井 トシ子  

一般社団法人相模原市医師会 
木 内 哲 也 第１回～第９回 

原 田 克 也 第１０回～ 

相模原交通安全協会 井 上 政 市  

一般社団法人相模原市観光協会 浦 上 裕 史  

相模原商工会議所 中 村 太 郎  

公益社団法人相模原青年会議所 神 田 隆 吾  

特定非営利活動法人さがみはら環境活動ネットワーク会議 斎 藤 奈 美  

学識経験者 青山学院大学 飯 島 泰 裕 会長 

区内の住民 

公募委員 大 木 美沙瑛  

公募委員 佐 藤 悠 貴  

公募委員 馬 場 裕 美  
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参考資料 

第１０回会議における 

グループワークの意見 
 

※この参考資料はブレインストーミングにより出された委員個人の意見をそのまま掲載し

ているものです。 
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          グループワークまとめシート       グループ① 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅰ 健やかに育ち、共に学び、共に高め合っている 

■取組の方向Ⅰ－１ 子どもが伸び伸びと成長できるよう取り組みます【子育て・教育】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（子育て支援） 

地域住民と交流し、相談することで子育てに対する不安を解消し、安心して子どもを生み育てることができる環境づくりを進めます。 

・若年母子の集える場所（ママカフェ） 

・子ども食堂を支援するイベントに子どもたちを参加させる 

・安全なものを食べさせて育てる 

・子どもの居場所を増やす（特に子どもセンターや公民館） 

・子育てサロンを増やす（現在２か所） 

・子育てに関するＳＮＳの活用 

・育児サポート、子育て経験者の話が聞ける 

・小学校低学年の子育て支援 

・子育てに関するＳＮＳの活用 

 

 

【重点的な取組】（子どもの健全な育成環境の充実） 

子どもの居場所、遊び場づくりを進め、子どもが健やかに伸び伸びと育つことのできる健全な育成環境をつくります。 

・安心して自転車の練習ができる場所を作る 

・公園、広場の利用促進、遊具設置 

・子どもの遊び場確保のために放課後の校庭の開放を実施。学校側は校庭に面した教室を開放（ランドセル置

き場）。地域は見守りのメンバーを提供（教師には負担をかけない） 

・トイレが使える場所を支援する 

・ふれあい広場でのボール遊び 

・大人目線で考えずに子どもたちは何をしたいか発表させては 

【重点的な取組】（教育環境の充実） 

全ての子どもにとって、安全・安心で質の高い教育が受けられる環境づくりを進めます。 

・１年生ボランティアといって入学してから１カ月は地域の人が教室に入って先生と一緒に学校生活のルール

などを身につけさせている 

・小学校と協働して地域の老人会が正月の遊びを指導する 

・学習塾と連携し、こども食堂を実施する（→目指す姿Ⅱより） 

その他 

（地域との交流） 

・老人会と保育園の交流会（七夕会）を継続する（３か所） 

・地域の各団体間の交流が欠けている感じがする 

 

（見守り） 

・登校時大人が外に出て庭清掃などを行いながら何気なく子どもたちを見守りたい 

・安心して散歩できるエリアにする 

・地域の人々が見守る公園広場を拡大する 

・こども１１０番の家（商店や工場での協力） 

（多世代交流） 

・子どもが沢山参加できる事業を考え、地域で子どもを育てる 

・大人、子どもと参加事業が別々になっているので一緒にできる 

・子どもと高齢者のセットイベントを実施、世代交流 

 

（地域と学校の交流） 

・地域と学校のコミュニケーションを促進する 

・子ども会をやめてしまう親が多い原因はわからない 

・ＰＴＡの魅力を伝えていきたい 

 

（子育て世帯への支援） 

・買い物支援、移動販売、母子、高齢 

・子育てへの応援、スーパーでの配達サービスの優遇 

・バザーなどの協力（過剰在庫など） 

・保育園の入所を楽にする 

・保育を必要とする家庭が入れる（選べる）施設整備 

 

（その他） 

・親も子も満たされている生活 

・若い親の方々の子どもとの接触が少し足りない気がする 
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■取組の方向Ⅰ－２ 誰もが学びを楽しめるよう取り組みます【生涯学習・社会教育】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（生涯学習、社会教育の支援） 

様々な世代の区民が「いつでも」「どこでも」「誰でも」学ぶことができ、学びを通じて得た成果をまちづくりにつなげることで、更に学びが深まるよう支援します。 

・自治会館を開放して無料学習塾を開催 

・相模原を題材にしたゲームを開発して、相模原の魅力を知ってもらう 

・地域の方々が勉強を教える機会を広げる 

・職場体験（まちたんけん）への協力（商店や工場での協力） 

・地域の先生（地域の大人が自分の仕事についてやりがいや仕事内容について授業で話す） 

・高齢者先生の地域活用 

 

 

 

  グループワークまとめシート       グループ② 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅱ 自分らしく、いきいきと暮らしている 

■取組の方向Ⅱ－１ 全ての人がいきいきと暮らせるよう取り組みます【福祉、高齢者、貧困】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（地域ネットワークの充実） 

人と人の支え合いのネットワークを充実させ、様々な悩みや不安に対して包括的に支援できる、誰もが暮らしやすいと感じるまちづくりに取り組みます。 

・子ども食堂を実施している 

・保育園に絵本を寄付した 

・介護福祉士の資格を取得した 

・買物支援を実施している（お助けカー） 

・車イス体験を実施している 

・そうめん流しや桜まつりなど交流イベントを実施している 

・地域（自治会、老人会、子ども会）との連携を深めるため、社会福祉協議会でコミュニティ形成事業を実施

している 

・地域で、なんでも相談室を開設する 

・学習塾と連携し、こども食堂を実施する（→目指す姿Ⅰへ） 

・学習支援を実施する 

・移動販売を実施する 

・さくら体操を普及させ、地域交流の機会とする 

・空家を有効活用（カフェテラス）し、地域コミュ二ティの場とする 

・社会福祉協議会のコミュニティ形成事業を拡充する 

・互いを理解し、認められるようにさまざまなツールでコミュニケーションをとる（老若男女、スマホを持っ

ている） 

【重点的な取組】（高齢者の社会参加支援） 

退職後の活動の場やひとり暮らし高齢者の集いの場づくりに取り組むとともに、高齢者が社会に参加し活躍することで、笑顔があふれるまちづくりを進めます。 

・老人ホームの入居者が展示物で公民館まつりに参加している 

・高齢者による趣味（パッチワーク、絵画、ぬいぐるみ）の展示を実施している 

・老人ホームとの連携をしている 

・介護施設と共存している 

・高齢者施設との情報交換をしている（何を望んでいるのか 年２回程度） 

・在宅医療、痴呆予防対策の福祉講習会を開催している 

・軽運動として百歳体操を実施し、参加を呼び掛けている 

・脳トレ、軽スポーツの高齢者参加の事業を公民館で企画、実施している。 

・高齢者が外出する仕掛けとして地区サロンを開設し、参加を呼び掛けている 

・高齢者の交流会を実施している（ちょい飲み亭） 

・介護を学ぶ 

・介護施設の見学会を実施する（高齢者の軽運動も兼ねて） 

・高齢者施設間（同業者）の交流会を実施する 

・高齢者の見守りという観点から、老人会への入会を促す 

・近くの花めぐり、市公園での自然観察会、地区の史跡めぐりなど歩く運動となる事業を実施する 

・地区サロンで男性参加を増やす取組をする 

・高齢者の移動支援を実施する 

・今の時代の高齢者にあったイベントや広報事業を実施する 

・誰かを支援するためには、支援する人が満たされた生活をする必要がある 

その他 

 ・アルツハイマーだけではない 

・公園・広場での健康器具設置 
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■取組の方向Ⅱ－２ 多様な人々が自分らしく活躍できるよう取り組みます【人権・男女、障害者、国際化】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（人権の尊重と男女共同参画社会の実現） 

誰もが個性と能力を十分に発揮することができるとともに、地域で女性が活躍できる環境の充実に取り組みます。 

・ＬＧＢＴＱ＋支援団体の役員（副代表、ソレイユ登録団体）をやっており、その関係で教職員向け学内研修

及び市民講座の講師もやっている 

・地域が障害者施設と連携して事業を行い、障害者に対する偏見をなくし、理解を深める 

・地域の委員、団体の役員に女性を登用する 

・ＬＧＢＴを含め多様な人たちの人権を尊重し活躍を応援する 

・自分たちもマイノリティだと知る 

・自分とは異なることを変と思うのではなく、特異ではない存在と広まれば、また、海外出身であることやハ

ンデがあることをかわいそうと思わない社会になればと思う 

・暮らしやすい地域になるために、様々な方法、言語（文字）・音声・点字・手話が当たり前に選択できる地域

になればと思う 

・外国人や障害者に声を掛ける 

【重点的な取組】（バリアフリー環境の充実） 

誰もがいきいきと暮らせる、バリアフリー環境が充実した福祉のまちづくりに取り組みます。 

・バリアフリーの促進のため、段差のない場所を増やしている ・移動時の介助を行うボランティアチームを作る 

・障害者のたまり場、集り場所を増やす 

・障害者ボランティアの高齢化が進んでいることから、若い世代のボランティアを育成する 

・車イス利用者の散歩コースをつくる 

【重点的な取組】（多文化共生の推進） ※取組の方向Ⅳ－３再掲 

異なる文化や習慣を理解し、お互いを地域の仲間として尊重し合うことで、外国人も地域づくりに参画するまちづくりに取り組みます。 

・地域の事業で外国人（カナダ人）に講師になっていただいた 

・こどもセンターで、子どもの国際交流、遊びの国際化を実施している 

・在日外国人に親切に接している 

・声掛けなどでコミュニケーションがとれるように外国語の学習（英会話）を始めた 

 

・移住者（外国人）への日常生活の支援を行う（ごみ捨てなど） 

・外国人に、日本のイベントを理解し、参加していただく 

・文化を伝える、受け入れる、否定しない 

・外国人に日本の習慣やルールを知ってもらう 

・外国人との共存、コミュニケーションを図る 

 

■取組の方向Ⅱ－３ 健康長寿に取り組みます【健康、医療】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（健康増進活動の推進） 

区民の健康に対する意識を高め、地域の健康増進活動を活性化し、長寿を楽しめるまちづくりに取り組みます。 

・健康に対する医師による講演の実施している 

・未病対応ウォークや市の健康ウォークに参加している 

・自分の健康を意識して生活している 

・ボランティア活動をしている 

・広場・公園に健康器具を設置し、身近なところで健康増進に取り組む 

・パークゴルフ場を常設し、健康増進スポーツのパークゴルフができるようにする 

 

【重点的な取組】（安心できる医療体制の充実） 

自らの健康について日常的に相談できる「かかりつけ医」等を持ち、区民が安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。 

 

 

・病気の予防や早期発見・早期治療・終末期医療などのために、かかりつけ医をもつようにする 

・新型コロナウィルス感染症予防に対応した新しい生活様式を実践する 

・コロナの環境の中で感染機会がある職種（医療従事者や公共交通、宅配、行政機関など）に対する感謝の気

持ちや応援メッセージを発信する 
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グループワークまとめシート       グループ① 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅲ 安全・安心をみんなで創っている 

■取組の方向Ⅲ－１ 一人ひとりが災害に備えるよう取り組みます【防災】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（地域防災力の向上） 

大規模災害に備え、自助・共助の取組の重要性など区民の防災意識を高めるとともに、自主防災組織の活動に対する支援等により、地域防災力の向上を図ります。 

・独立防災組織の創設と補助金の確立 

・住民全員が防災隊と避難所運営を経験する 

・地震、風水害避難場所の違いを周知させる 

・地域防災計画の周知（市防災計画） 

・地域連体の自治会加入促進 

・自治会で協力して守るため、自治会加入は必要 

・施設（店や工場）の災害時の協力 

・地域企業との連携を重視（助け合い） 

・避難困難者への手伝い（把握が必要） 

・防災意識の更なる啓発 

・訓練はしているが、参加者意識がうすい 

・安全、安心カードを作り冷蔵庫に入れてある 

・災害時の自家発電機での充電（スマホなど） 

・地域の事務所を避難場所にする 

・自治会で防災マップを作成して全戸配布した。これをもとに自治会の防災訓練を行っている。 

・自治会館に薪ストーブ、太陽光、雨水タンク 

・雨水をためる 

・相模原オリジナル（ＰＢ）の備蓄セットの開発と販売 

・企業に対して備蓄の義務化 

・水なし電気なしの生活実験 

・サバイバル体験遊び 

・一人で生きる手法の勉強をさせる 

・非常食の常食化 

・避難所になる体育館に空調設備を 

・災害時地域に居るであろう人達での訓練 

・伝える、知る（3.11 など） 

・小学生、中学生が作った防災マップを知る 

 

・浸水河川の対策強化 

・ハザードマップの見直し          （Ⅴ-１より） 

・浸水河川のリスクを学ぶセミナーの開催 

 

■取組の方向Ⅲ－２ 事故や犯罪ゼロを目標に取り組みます【交通安全、防犯、空き家】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（交通事故防止対策の推進） 

交通ルールや事故防止のための具体的な対策の周知など区民の意識を高めるための啓発活動や、家庭や地域などでの交通安全教育の充実に取り組みます。 

・交通ルールの広報（キャンペーン） 

・交通ルールの啓発のためにラジオ放送をしている 

・目からうろこの交通ルール教室を行う 

 

・免許返納者へのサービス促進 

・免許返納者への配送無料 

・道路標示をわかりやすくする 

【重点的な取組】（犯罪の未然防止） 

地域や警察と区役所との連携により、自転車の盗難や特殊詐欺等の犯罪を未然に防ぐための取組を行います。 

・地域でのあいさつ運動 

・青パトによる防犯広報 

・振り込め詐欺に対する声掛け（コンビニ、銀行など） 

・防犯カメラを公園と通学路に設置した 

・通学路の安全確保 

・固定電話を撤去（振り込め詐欺） 

・小学生、中学生が作った防犯マップを知る 

・安全安心講習会、防犯ネット配布 

・回覧板を回すときには手渡しにする 

【重点的な取組】（空き家の適正な対策） 

空き家などの適正管理への関心を高めるための意識啓発とともに、空き家などの利活用について地域と連携し、協働して取り組みます。 

・空き家については絶えず見回っている 

・全自治会の空き家調査の実施（利活用） 
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グループワークまとめシート     グループ③ 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅳ 魅力と活力にあふれ、にぎわっている 

■取組の方向Ⅳ－１ 人が集い、にぎわいがあふれるよう取り組みます【商業、観光、農業】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（商業振興によるにぎわいづくり） 

地域性を生かした商店街などの活性化や地域との連携により、人が集まり、にぎわいあるまちづくりに取り組みます。 

・商店街と学校の協働による商業振興活動の実施（西門商店街と富士見小学校の連携による商品企画等） 

・保育園と商店街の協働によるイベントづくり 

・保育園の散歩の時間に商店街に訪れている 

・買い物や飲食サービス等で、地元の店を積極的に利用している 

・相模原お店大賞の運営に携わることで、地域の商業振興に取り組んでいる 

・地域住民と商店街の関係性を築くために、商店街主催のイベントを多数開催している 

・商店会と自治会の共同事業の企画、実施 

・道の駅を整備し、区独自のグッズ、特産物等を積極的に販売する 

・名産物を企画し、区内外へのイベントやマスコミを活用したＰＲを推進する 

・区オリジナルのグルメイベント（全市的ではなく）を開催する 

・商店街が主催若しくは会場となり、大規模なイベントを開催する 

・商店街の空きスペースを地域へ提供し、集会所や子どもの遊び場等に有効活用してもらう 

・店舗のシャッターに子どもたちがペイントする等、シャッター通りを有効活用する 

【重点的な取組】（観光資源などを活用した魅力の発信） 

観光に資する施設や身近な自然環境などの地域資源を活用し、圏央道をはじめとした交通環境の良さを含めた区の魅力を区内外へ情報発信します。 

・さくら公園を活用したイベントを定期的に開催している 

・地元グルメ大会（Ｓ1グランプリ等）を開催することで、中央区への愛着醸成を図っている 

・桜並木大通りを活用したイベントを開催している 

・自治会、商店会、大学生の協働による地域行事の運営を行っている。（大野北銀河まつり） 

・市民桜まつりを活用し、グッズやグルメ、イベント等の提供を通して、区のシティセールス、シビックプラ

イドの醸成を図っている 

・商業施設、交通機関、観光スポット等の看板やパンフレットの英字表記化を推進する 

・観光客向けの無料 Wifi 環境を整備する 

・さんま祭りの規模を拡大、他地区での取り組みを推進する 

・道保川公園のホタルの増加に取り組み、ホタルを活かしたイベントを開催する 

【重点的な取組】（農業を身近に感じられるまちづくり） 

地産地消の推進等により都市農業の振興を図ることで、区民が農業を身近に感じられるまちづくりに取り組みます。 

・地域の朝市へ積極的に参加している 

・地産地消を意識し、直売所や無人販売店を意識して利用している 

・市民農園で野菜を栽培している 

・ソーラーシェアリングを推進する取組に携わっている 

・保育園で地域の空き地を借りて、畑づくりを行っている 

・朝市で朝食カフェを設置、会場内での地消の推進に取り組む 

・学校給食、企業や市役所の食堂等を中心に、地産地消による食育教育を推進する 

その他 

（地域によるにぎわいづくり） 

・地域と地元の中学校の生徒との交流の場を積極的にもうけている 

・保育園行事に地域の人を招待し、地域交流を図っている 

・休日には近くの公園を積極的に利用することで、地域住民との交流を心掛けている 

・お芋フェスタを開催することで、地域交流の場づくりに取り組んでいる 

（地域によるにぎわいづくり） 

・空家を集会所に整備する等、空家活用の活性化 

 

 

■取組の方向Ⅳ－２ 暮らしやすさが未来へつながるよう取り組みます【基地返還、拠点形成、道路、交通】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（相模総合補給廠の早期返還） 

区民と行政が一体となり、相模総合補給廠の早期全面返還及び米軍機による騒音の解消に向けて取り組みます。 

・早期返還への署名活動に参加している 

・騒音問題の対策について、行政へ要望している 

 

 

 

・中央区の発展を促す返還地の魅力的な利活用について議論する 
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【重点的な取組】（相模原駅周辺地区におけるにぎわいの拠点づくり） 

暫定的な活用も含めた相模総合補給廠一部返還地をはじめ、小田急多摩線の延伸や隣接する橋本地区へのリニア中央新幹線の駅設置予定を見据えたまちづくり等により、にぎわいの拠点づくりを進めます。 

・相模原駅周辺まちづくり推進協議会に参加し、まちづくりのコンセプト案の検討に取り組んでいる 

・まちづくりのシンポジウムに参加している 

・まちづくり会議等でまちづくりについて議論している 

・市からのまちづくりのアンケートに回答している 

・利便性が高いエリアでのスタジアムの整備の誘致活動に取り組む 

・小中学、高校生等の若い世代が理想のまちづくりについて提言できる場をつくる 

・理想の拠点づくりについてのアンケートの実施 

・リニア中央新幹線の試乗会に参加する 

【重点的な取組】（道路環境の向上） 

自転車通行環境の整備や道路の拡幅整備、バリアフリー化の推進など、道路環境の向上に取り組みます。 

・地域が主体となり道路の街並み点検を行っている 

・車いすを活用したバリアフリー点検を地域で行っている 

・助成金を活用し、自治会館等のバリアフリー化を促進している 

・道路整備の要望を定期的に行政に伝えている 

・自転車通行路の整備を希望する箇所を集約し、行政へ要望する 

・幹線道路の整備における課題を各地区で集約し、さらに、中央区全体で集約した上で、行政へ要望する 

・バリアフリー化に係る助成制度を地域へ周知する 

・モデル施設として、バリアフリー化の改修によりバリアフリー環境が整った施設を公開する 

 

【重点的な取組】（地域公共交通網の構築） 

小田急多摩線延伸の促進、コミュニティバスの維持・確保など、地域公共交通網の構築を利便性に配慮しながら進めます。 

・コミュニティバスの利用促進の取組として、地域のお祭りや運動会等のイベント時にビラ配りや呼び掛け等

を行っている 

・コミュニティバスを積極的に利用している 

・小田急多摩線延伸に係る取組（講演会、横断幕の制作等）に積極的に参加している 

・コミュニティバスの維持に向けて、新たな利用促進活動、イベントを検討する 

・コミュニティバスを新たな地域で導入する 

・小田急多摩線延伸の活動を知ってもらうイベントを実施する 

 

■取組の方向Ⅳ－３ 誰もが桜やＪＡＸＡ、大学など地域の魅力を語れるよう取り組みます【文化、スポーツ、国際化】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（文化が薫り、誇りを持てるまちづくり） 

区民一人ひとりが地域文化の担い手となり、地域文化の継承と発展・創造に取り組むことで、魅力を感じ、誇りを持てるまちづくりを進めます。 

・公民館まつりや上溝だるま市に参加する 

・上溝夏祭りの運営に携わっている 

・もみの木コンサートを開催することで、地域と学生の交流の場づくりとしている 

・鹿沼公園や市役所前大通り、西門商店街、さくら公園などで桜まつりを開催している 

・地域の歴史を学ぶ機会を設けている。（上溝史跡めぐり） 

・地域行事の運営に学生も参加してもらえるように働きかけている 

・地域行事の運営の担い手として、こども会やジュニアリーダーに声掛けを行っている 

・史跡の案内板、説明板を設置 

・ＪＡＸＡの先生方等を講師にお呼びしての「子どもと大人 共に学ぶ宇宙教室」 

・大学での公開講座の実施 

・伝統文化、行事、まつりなどを、それぞれ地区単位で一本化し、担い手不足を解消させることで、継続実施

を推進する 

・イベント情報の積極的な発信、情報共有を強化する 

・新たな文化イベントとして、市役所前大通りを利用した大イベント（ハロウィン仮装等）を実施する 

 

【重点的な取組】（スポーツを楽しめる環境づくり） 

スポーツ活動の支援、スポーツ施設の整備等により生涯を通じてスポーツを気軽に楽しめる環境をつくり、スポーツを通した人々の交流の場の創出に取り組みます。 

・ホームタウンチーム（ＳＣ相模原）と地域の小学校との交流事業を実施している 

・ボッチャ大会の開催による地域スポーツの活性化に取り組んでいる 

・ビーチボール大会やソフトボール大会、市民運動会、トレイルランニング、グランドゴルフ等、様々なスポ

ーツイベントに参加、若しくは運営に携わっている 

・１００歳体操へ積極的に参加している 

・高齢者向けの軽スポーツ、脳トレイベントを開催している、若しくは参加している 

・ボッチャを活用した地区対抗の大会を開催し、地区の横のつながりを強化する 

・相模原出身、相模原市にゆかりのある選手を発掘し、区民が応援できるイベントをつくる 

 

【重点的な取組】（多文化共生の推進）※取組の方向Ⅱ－２再掲 

異なる文化や習慣を理解し、お互いを地域の仲間として尊重し合うことで、外国人も地域づくりに参画するまちづくりに取り組みます。 

・文化交流を目的に、国際交流ラウンジの行事等に参加している。 

・人権問題の講演会、シンポジウムに参加している。 

・地域の外国人と日頃から積極的にコミュニケーションを取っている。 

・様々な国の方との文化を学ぶ目的とした交流会を開催する 

・東京オリンピックにちなんだ地域イベントを開催する 

・ブラジルの文化を学ぶイベント、セミナー等を開催する 

・区内在住の外国人への自治会の周知、加入呼び掛けを強化する 

・看板やパンフレット、チラシ等の英語表記化を推進する 
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 グループワークまとめシート     グループ③ 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅴ 豊かな環境をつくり、次世代へつないでいる 

■取組の方向Ⅴ－１ 生物多様性を保全し、都市の自然がつながるよう取り組みます【環境保全、都市緑化、生物多様性】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（都市の自然を次世代につなげるまちづくり） 

水辺環境や緑地など身近な都市の自然を守り育て、次世代へつなげるよう取り組みます。 

・アダプト制度を積極的に活用 

・地域住民による公園清掃の実施 

・公園や歩道での植栽活動（ひまわり、パンジー等） 

・各単位自治会が輪番制となり月１で美化デーを設定し、地域清掃を実施 

・保育園の園児と地域住民との協働による公園での花の植樹を実施 

・市立公園で自然観察会の実施 

・地域にある公園やふれあい広場等を積極的に利用 

・相模川での鮎の稚魚の放流に参加している 

 

・大きな森ではなく、小さな森を区内の様々なエリアに沢山育てる 

・ソーラーシェアリングを周知し、取組み人口を増やす 

・区内の河川の環境を調査するワークショップを開催する 

 

【重点的な取組】（生物多様性に配慮したまちづくり） 

生物多様性が保たれた、自然豊かなまちづくりに取り組みます。 

・生物多様性に関するセミナーの開催 ・植樹の際になるべく在来種の植物を植える 

・子ども（親子）が生き物に親しむための講座、イベントを開催する 

・道保川公園（ホタル）の自然環境を整備し、区民に身近な憩いの場をつくる 

 

その他 

 

 

 

（災害対策） 

・浸水河川の対策強化 

・ハザードマップの見直し          （Ⅲ-１へ） 

・浸水河川のリスクを学ぶセミナーの開催 

 

■取組の方向Ⅴ－２ 環境に配慮したライフスタイルへの転換に取り組みます【温暖化・廃棄物】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（環境に対する意識の向上） 

環境意識を高め、環境に配慮したライフスタイルに転換するための環境学習事業や啓発活動に取り組みます。 

・ごみを出さない暮らし方の講座を開催（4R） 

・自治会で環境教室の開催を先進的に取り組んでいる 

・ごみ置場の利用方法やお願い等を記載したチラシを定期的に各自治会に回覧により周知している 

・クールチョイス活動に積極的に取り組んでいる 

・省エネ講座を開催している 

・省エネ等の環境教育を家庭で取り組んでいる 

・冷暖房の温度設定に配慮することや対策（カーテン、二重ガラス等）に取り組んでいる 

・保育園で食品ロスの減少を目的に、食べ残しを減らすように取り組んでいる 

・買い物時に「一度立ち止まる」ことを意識し、要らないものを買わないようにしている 

・買い物時にグリーンコンシューマーを意識している 

 

 

 

 

 

・家庭で使用する電気を選ぶ（電力の自由化）講座の開催 

・身近な省エネの取組を学べるワークショップの開催 

・学校等で市民農園を活用した授業の実施 

・さがみはらクリーン作戦の対象エリアの拡張 
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【重点的な取組】（資源循環型の社会の推進） 

無駄をなくし、ごみ出しルールを守るなど、４Ｒを意識して、資源が循環するまちづくりに取り組みます。 

・生ごみを堆肥化して畑に戻している 

・使い捨てのものを使わないようにする 

・エコカーを積極的に活用している 

・家庭菜園に取り組んでいる 

・お祭りや地域行事の際に、ごみの分別活動を市内の学生と協力して取り組んでいる 

・さがみはらクリーン作戦（商店街での清掃等）に参加している 

・エコバッグを利用している 

・広告やチラシの裏紙をメモ帳に活用している 

・ごみの戸別回収の検討 

・ごみの分別の細分化 

・シェアリングの推進（自転車、車、服、こども用品等） 

・自治会集会所、公民館等での太陽光発電エネルギーによる電気供給システムの導入、推進 

・住宅の省エネ化、断熱整備の促進 

・マンションの宅配ボックス設置の推進 

 

 

グループワークまとめシート     グループ② 

中央区の目指す姿・取組目標Ⅵ わたしも、あなたも、誰もが輝いている 

■取組の方向Ⅵ－１ 全ての区民が連携・協働できるよう取り組みます【参加・協働、区政（分権）】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（多様な人々によるまちづくり） 

区民一人ひとりが、それぞれの地域で活躍し、多様な力を生かして、あらゆる世代の人々とともにまちづくりを進められるよう支援します。 

 ・魅力あるイベントを実施する 

・自治会館を利用して、「昔の縁側」のような事業を実施する 

【重点的な取組】（区役所の果たすべき役割の強化） 

区民を主体としたまちづくりを支援し、地域と行政の連携によるまちづくりに取り組みます。区役所がより一層役割を果たしていくため、区役所としての機能を高めます。 

  

■取組の方向Ⅵ－２ 新しい発想を活かし、持続可能なまちづくりに取り組みます【行政サービス、広聴広報、公共施設マネジメント】 

区民の取組として既にやっていること 区民の取組としてこれからやってみたいこと 

【重点的な取組】（住民サービスの向上） 

複雑・多様化する市民ニーズや地域が抱える課題に対応できる新しい発想を生かした行政サービスの提供に取り組みます。 

 ・公共サービスをある程度縮小する 

・行政サービスの手続きを市の窓口に出向かず、自宅でのパソコン利用やマイナンバーカードで済ませること

ができる仕組みを増やす 

・市広報を自治会配布にして、新聞折り込み料の経費を削減する 

【重点的な取組】（区民意見の聴取と情報発信） 

区民に身近な区役所として、地域の声を市政・区政へ反映することに努めるとともに、地域の魅力や取組について、広く区内外に積極的に発信します。 

  

【重点的な取組】（公共施設を最適な状態で維持管理していくための検討） 

社会の変化などにより、機能や配置の見直しを検討すべき公共施設については、より質の高いサービスを提供していくための方策を検討するとともに、その課題の解決を図ります。 

 ・公共施設の合併を進める 

 

その他 

 ・街の活性化を進める（相模原、矢部、淵野辺） 
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